
（別紙３）

～ 2026年　1月　15日

（対象者数） 15名 （回答者数）
14名

～ 2026年　1月　15日

（対象者数） 5名 （回答者数）
5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・個々のスキルアップの為の勉強会

・支援に対する疑問を相談できるような環境作り

2

・こどもたちの特性を理解したうえで、スタッフ間で統一し

た支援ができるようにしていく

3

・家族支援や子育てサポート支援などの活用を促し、ご家庭

と密に連携していける環境作りを行っていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・開催できるようにするために、課題となっていることの改

善策の検討を行っていく

2

・地域交流をどのようなかたちで行っていくのかをまずは検

討していく

3

・どういった方法で避難訓練を実施しており、その時の子供

たちの様子などをしっかり伝えていけるようにしていく

・引き続き年数回のお便りを継続し、様子を伝えていく

こどもの特性を理解し、こどもの特性に応じた個別支援計画を

立案し、支援内容の検討をしている

・毎日ミーティングを実施

・スタッフ間での意見交換

・根拠のある支援を行うことを心がけている

こどもが安心し、通所を楽しみにしてくれている満足度が高い

こと

・楽しかった、またやりたいをベースとした活動内容の検討

・遊びの中から社会性を学んでいけるような環境作り

日頃から保護者の方と情報の共有を行って、こどもの健康や発

達の状況について共通理解が出来ていること

・連絡ノートや送迎時などを利用して、教室での様子をお伝え

すると共に、家での様子などの話を聞いて支援に活かしている

避難訓練や事業者の事故や緊急時マニュアルなどの策定はされ

ているが、保護者への周知が徹底していないこと

・避難訓練したことなどはお便りでお伝えしているが、詳しい

内容まではお知らせ出来ていなかった

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

父母の会の活動支援や保護者会等の開催などの保護者同士の交

流の機会を設けること

・保護者の方も働いている方が多く、なかなか開催案内を出し

づらい状況

・土日などの開催にするのであっても、その間の児童のお預か

りなど課題が多く、開催にいたっていない

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活

動する機会が少ないこと

・地域の公園に行った際に地域の子供たちがいるが、一緒に遊

ぶところまでには至らないが、傍に行き、自分から関わろうと

する姿が、少しずつ増えている。

2025年　12月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月　19日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　オレンジ

○保護者評価実施期間
2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


